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学』 に掲載されているので併せて参照されたい （浦野聡 「第六四回日本西洋史学会大会を終えて」 『西洋史学』二五二号（二〇一四年）七一
-
七六頁） 。














の全市民を対象として帝国の安寧のため神々に供儀を捧げることを要求する布告を発した。こ 出来事は当時の司教たちの書簡および神学的著作、複数の殉教伝史料に伝えられる。これらの史料からは、この勅令に伴い各地で供儀執行委員会が設置され、委員の面前で供儀を行った者には執行証明書が発行されたことが判明する。この布告はキリスト教徒迫害研究史上、 「上からの」迫害が開始された画期ともみなされ注目を集めてきた。しかしながら ならびに供儀執 証明書発行 意図については、研究者 ちの解釈が一致していない そ で本講演はエジプトから出土した供儀執行証明書パピルス史料を分析し、証明書の行は実態としてどのように行われたのか 検証することで、発行者と発行申請者双方の意図の解明 試みた。
　
現存する供儀証明書四六枚は全て二一×六センチメート























































供儀執行証明書の一例：Michigan Papyri, The Univ. of Michigan Library, Inv. no. 263. 
左に掲載した「供儀証明書パピルス一覧」のNo,36。現存する45のパピルスはエジプト・ファイユーム出土。
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表的な医療行為であった。人体が四つの体液から構成されているとするガレノス主義医学では、瀉血は、過剰になった体液を静脈の切開によって取り除き、 体液のバランスと健康を取り戻 ために行われたとされる。しかし 瀉血が実際にどのよう ものとして捉えられ、実施されていたのかについて、具体的な研究は少ない。多角的な視点 ら瀉血の実像を解明することは、前近代の医学理論と医療実践を考えるうえで重要な課題として残されている　
本報告では、 「いつ、誰が、どのように」瀉血を行う
のかという観点 ら、三種類 史料の比較分析を通して、一六世紀における瀉血の実像の一端 明らかにした。まず、医師が一般読者に向けて書いた瀉血指南書からは、 「瀉血とはどのよう あるべき 」 う瀉血の理論的理想像が整理される。次に、韻文で書かれ、朗読されることが想定される一枚刷りの木版画入りビラからは、より広い範囲
の読者を対象とした一般メディアにおける瀉血像が示される。そして、最後に、ケルン市民ヴァインスベルクの回想録からは、市民の瀉血実践の様子が描き出され 。　
三種の史料の比較からは、瀉血の理解におけるズレと重
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Das Buch Weinsberg, Bd. 2, S. 27. 
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Das Buch Weinsberg, Bd. 5, S. 355. 






HAStK, CuD 49 (Liber Iuventutis), Bl. 290r.  

















ロッパで始めて市民権を与えており、一九 紀にも「解放の先進国」としてユダヤ人問題に積極的に着手した。ナポレオン期にはユダヤ教は国が公認する三つの宗派・宗教のうちの一つとなり、 「フランス・ユダヤ長老会」 下に再編成された。従来の研究史で 、一九世紀 このような社会的変化を、制度的 再編成の過程や、教育促進運動であ
る 「再生」 運動から説明してきた。 それに対して本研究では、ユダヤ教徒知識人の思想的・宗教的活動に着目して、信教の自由が宣言された一八三〇年以降に、 「公認宗教」であるユダヤ長老会の外で活発な自由化変革運動が見ら たことを明らかにする。また、これらの運動と同時に、宗教的な議論が長老会の周囲で交わされていた点も、一次史料から読み解くことが出来　
上記の点を考えた場合、フランス国内でもドイツのユダ
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三〇〇周年記念祭」の入植当事国としてスウェーデンと共に招待されたフィンランドは、祝祭に臨んで「若者が切り株を引き抜く」意匠 記念切手を発行した。しか 、その原画に描かれてい のは、 「焼き畑」の耕作文化を有するフィン人の入植者が一七世紀アメリカ 山林原野 放火開墾する場面であった。つまり、記念切手として意匠化するにあたって風景から「火」の痕跡は完全に排除され、斧と家畜による伐採開墾の風景と錯覚するように背景 「切り
抜き」が施されてしまっていたのだ。その理由には、アメリカ社会の「ノマディズムと火」という人種言説の存在が挙げられる。アメリカのなかで森林に火を放つ表象は、定住しない〈モンゴロイド〉の未開性と本性的な破壊衝動を喚起する隠喩として機能していた。　
アメリカに移民したフィン人は、アメリカ社会で身体的

































































Finnish National “Culture” to Be Trimmed: Reading Hidden Racial Discourses Generated in American Socio-Historical Context.
























Christopher L. Ward, The Dutch and Swedes on the Delaware, 1609-64 (Humphrey Milford: Oxford UP, 
1930),102-103; New Sweden on the Delaware (Philadelphia: U of Pennsylvania Press, 1938), 43-44; 
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Walto Eetu Kirri, Amerikan Vieras: Kuvauksia Amerikan Suo
malaisista 
(Helsinki: Kustannusosakeyhtiö Smia, 1945), 241-242.
金髪の移民少女の懇願
フィンランドを代表する画家 アールノ・カリモによる原画は「焼き畑」
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